竹田へようこそ

九州の大分県にある竹田市は、広大な阿蘇カルデラの東側、祖母山とくじゅう山脈の麓の谷間に位置する。大分市内から、かつて城下町として栄えた竹田の端に位置する豊後竹田駅までは電車で1時間強。別府から竹田までは鉄道で約1時間半。

竹田の歴史は、今は廃墟となった岡城と密接に結びついている。1100年代後半に要塞が築かれたのが始まりで、1590年代には恒久的な城が築かれた。稲葉川と大野川に挟まれた街を見下ろす丘の上に、そびえ立つ石垣や城門が今も残っている。

竹田の城下町は1590年代から1660年代にかけて開発され、そのレイアウトはそれ以来ほとんど変わっていない。西光寺や1635年に建てられ、現在竹田で最古の木造建築物である愛染堂などの史跡へと続く細い道が魅力的。

2024年に開業100周年を迎えた豊後竹田駅の改修工事に代表されるように、竹田は時代とともに歩んでいる。駅構内の観光案内所ではレンタサイクル、荷物預かり所、無料Wi-Fiのほか、英語での案内も行っている。
